
１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

学
期

月

9

10

令和８年度　　　　　理科　　「生物研究」シラバス

教科書

単元名

生物基礎で学んだことを元にして、選択生物も参考にして、重点的にかつ探究的に学ぶことを通して、生物学的に探究する能力と
態度を育てる。生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的な自然観を育成する。

評価の材料等

単位数

学習項目 学習内容や学習活動

第
１
学
期

学習内容や学習活動

中間考査

中間考査

１章　生物の進化

・遺伝子頻度や遺伝子プールについて理解する。

・ハーディワインベルグの法則について理解する。

単元名 学習項目

4

5

6

7

評価の材料等

2 学科・学年・学級 普通科・第３学年選択クラス

副教材等 「セミナー生物」　第一学習社「高等学校　生物」  第一学習社

第
2
学
期

授業の様子
実験の取り組み
課題レポート

第10章　生態系と
人間の関わり						

・個体群の成長と成長曲線について理解する。

・生態的地位（ニッチ）について理解する。

・個体群の相互作用について理解する。

期末考査

授業の様子
実験の取り組み
課題レポート

授業の様子
実験の取り組み
課題レポート

定期考査

・地球の始まりについて理解する
１章　生物の進化

２章　生物の系統
と進化

・人類の進化について理解する。

・減数分裂について理解する。

・連鎖と組換えについて理解する。

授業の様子
実験の取り組み
課題レポート

・染色体地図について理解する。
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３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身に付けるためのアドバイス、授業を受けるに当たって守ってほしい事項など）

提示された評価材料を元に、評価基準にしたがい、知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度の3観点の評価
から総合的に評価する。

・授業の予習復習を大切にすること。アクティブラーニング実施時のレポートは確実に行ってください。また、与えられた課題は
必ずやるようにしてください。入試でこの科目を必要としている場合は、問題演習を積極的に行ってください。
・実験や観察が授業で実施された場合は、必ずレポート提出してください。アクティブラーニング実施時は、積極的にコミュニ
ケーション活動を行ってください。

主体的に学習に
取り組む態度

・自然の事物・現象の中に関心や探究心を持ち、意欲的にそれらを探究しようとするとともに、科学
的態度を身に付けている。

期末考査

思考・判断・表現

第
3
学
期

授業の様子
実験の取り組み
課題レポート

全範囲まとめ
・学習内容を活用する応用的な実験や実習。										

										

・物資生産の量的関係について理解する。

・エネルギー効率について理解する。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

授業の様子
実験への取り組み

課題レポート

知識・技能

第
2
学
期

・自然の事物・現象について、基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付けている。
・観察・実験を行い、基本操作を習得するとともに、それらの過程や結果を的確に記録、整理し、自
然の事物・現象を科学的に探究する技能を身に付けている。

・自然の事物・現象の中に問題を見いだし、探究する過程を通して、事象を科学的に考察し、導き出
した考えを的確に表現している。

第10章　生態系と
人間の関わり		

・生物多様性のとらえ方について理解する。


